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研究成果の概要（和文）：原発事故後の社会的変化や医療の状況から、看護職の放射線に関する知識の不足が問
題となった。しかし、看護基礎教育では放射線に関する教授内容は非常に少なく、その上、放射線の基礎知識を
講義できる教員も不足している。この実態を踏まえると、早急に放射線の基礎知識を含めた科目を看護基礎教育
に取り入れ、一人でも多くの放射線の基礎知識を持つ看護師を養成することは急務である。この研究では、学士
課程の学生に対し、放射線の基礎知識を系統的に教授できる手法として、放射線に関する指導パッケージを製作
する。それらを希望する大学に配信し、その教育を支援するシステムを開発することを目的とする。

研究成果の概要（英文）：Due to the major social and medical changes following the nuclear accident, 
the lack of knowledge concerning nursing radiation among nursing professionals became apparent. 
However, in basic nursing education, there is very little teaching content on radiation.  Moreover, 
there is a shortage of teachers who can give lectures on the basic knowledge of radiation.  Based on
 this fact, it is necessary to immediately incorporate subjects that include the basic knowledge of 
radiation into the curriculum of basic nursing education and to train nurses who have basic 
knowledge of radiation.

The purpose of this research is to develop methods for systematically teaching the basic knowledge 
of radiation to undergraduate students. In order to do that, an instruction package on radiation 
will be created and delivered universities that want to use it.  The final aim is to develop an 
educational system to support this effort.

研究分野： 基礎看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「福島原発事故後の社会的変化や医療の状況から、早急に放射線に関する科目を看護基礎教育に取り入れ、放射
線の基礎知識を持つ看護師の養成を目指す現実に即した研究」である。放射線の基礎知識を持つ看護師の人材不
足という国家的課題に対して、教育という原点から対応策を考え、知識を普及する。また、講義のできる教員が
不足している現状問題に対して、指導パッケージを製作することで、誰でも安易に指導パッケージを利用し、授
業運営できるようにする。これにより、全国の学部学生に対し、知識を普及することができたなら、看護師の放
射線の基礎知識の不足は解消され、それが放射線医学や福島県の復興のための医療支援に役立つと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
放射線医学は診断や治療の分野において飛躍的な発展を遂げ、日本の放射線診療は、人口当

たりの CT や MRI の装置数は、世界で最多である。また、2012 年 2 月には外来放射線照射診療

料が創設され、専従看護師による患者の観察記録が条件となる医療情勢となった。しかしなが

ら、福島第一原子力発電所の放射線事故以来、患者の医療被ばくに関する不安は増幅され、必

要な放射線検査を拒否する事態も起こっている。このようなことからも我々看護職者には、放

射線の有効活用を促進し、より専門的知識、技術を修得することによって、患者が安全で、安

心して放射線医療が受けられるように支援していくことが求められる。このように看護職に対

して、放射線の知識が求められる一方で、日本の保健師助産師看護師学校養成所指定規則には、

放射線看護はなく、看護師国家試験の出題基準では、「疾病の成り立ちと回復の促進」の小項目

「放射線による治療」、「成人看護学」の中項目「放射線療法時の看護」にあるのみである。松

田らの研究によると、放射線教育の有無に関わらず、約 60%の看護師が職業被ばくに対する不

安を感じながら患者の介助を行っていたことが明らかとなっている。このような日本において

は、卒業後の放射線の専門的知識の獲得が期待されるが、継続教育の土台にすらならない脆弱

な状況にある。学士課程からの放射線の基礎知識の教育は極めて重要であり、専門的知識の土

台となる。これらを看護基礎教育課程の教育内容の中に取り入れることで、患者が安全で、安

心して放射線医療が受けられるように支援していくことができるものと考える。 

そこで、以下の 3点から、この研究に取り組む必要性がある。１）放射線を用いる検査及び治

療はますます高度化・専門分化し、放射線診療の適応範囲は年々拡大している。その一方で、

医療被ばく・職業被ばくの問題が生じており看過できない状況となっている。また、福島第一

原子力発電所の放射線事故では、地域住民への支援や被ばく医療機関において適切に対応でき

る人材が少ないことが明らかとなっている。このような日本における社会的変化や医療の状況

から、早急に放射線の基礎知識を含めた科目を看護基礎教育に取り入れ、一人でも多くの放射

線の基礎知識を持つ看護師の養成は急務である。２）これまでの看護基礎教育ではカリキュラ

ムが過密であり、放射線に関する教授内容は非常に少なく、継続教育においても十分実施され

ていないのが現状であることが、井上らや新宮らの調査からもわかる。また、これまでの統合

カリキュラムでは、時間的な余裕はなく、タイトな状況であったが、24年度カリキュラム改正

の完成年度となり、導入の機会を得ている大学もある。３）しかし、放射線の基礎知識に関す

る講義のできる教員が不足している。特に看護では、医師、放射線技師等がその役割を担って

いる。看護職による知識と実践が融合した教育が必要である。 

２．研究の目的 

この研究では、学士課程の学生に対し、放射線の基礎知識を系統的に教授できる手法として、

放射線に関する指導パッケージを製作する。それらを希望する大学に配信し、その教育を支援

するシステムを開発することを目的とする。早期に、看護基礎教育における放射線についての

教授内容に不足のある現状の解決をはかる必要がある。この解決策として、どこでも誰でも安

易に運用できる放射線に関する指導パッケージを製作し、それを用い、学士課程の学生へ講義

することで、知識の普及が可能となり、解決に向かうものと考える。 

３．研究の方法 
平成 28年度 

達成目標：学士課程の指導パッケージ作成を行う。 

当初の達成目標は、上記であったことから、これまでの調査結果を活かした指導パッケージ

の構想・構成を実施した。また、パッケージ開発にあたり、他の研修の教授内容の情報収集と



して、対象となる学生を参加させて、その評価を得た。評価データは、対象 5名のサンプルを

得ることができた。評価データの分析では、ストーリー性、メッセージ性によって興味を促す

と効果があり、実践の場の理解のために見学、現地視察が有効であり、演習を組み入れると、

その中で課題を見つけ、解決方法を自分で考えることにつながり、効果的であることがわかっ

た。また、授 業手法は、遠隔システムを活用した多次元での中継が可能かどうか試験したが、

同時に発言があった場合には難しく、一元ごとの中継 が好ましく、工夫がいることがわかった。

他には、授業内容に充実を図るために、最新の放射線治療、被ばく医療に関する文献研究を行

った。また、看護職が放射線診療および被ばく医療に関わる時の不安について、看護師、保健

師等へ調査した結果を深く分析し、授業内容に反映すべき事項がわかった。 

平成 29年度 

達成目標：１）指導パッケージのパイロットテストを実施する。 

     ２）運用した指導パッケージの評価・修正し、内容修正を行う。 

     ３）指導パッケージの運用に向けた広報活動を行い、参加校を募る。 

当初の達成目標は、上記であったが、平成 29年 8 月、本研究の基礎モデルとなる看護の教育

内容が文部科学省から「モデル・コア・ カリキュラム」として示された。そのため本研究遂行

上、この「モデル・コア・カリキュラム 」を踏まえて授業内容を再検討し、周辺大学からの情

報収集を実施した上で授業内容、教材作成をやり直す必要が生じた。このモデル・コア・カリ

キュラムが示され、「放射線の医利用による人間の反応」として詳細な講義内容、学修目標、到

達度も示された。これにより、学修目標に則ったシラバス、授業案、教材作成が必要となった。

そのためそれらを修正し、教材作成に至っていない状況である。まず、全ての指導パッケージ

を作成するのではなく、まず、放射線入門コース、放射線医科利用コースの指導パッケージを

作成し、第 1回 1コマの講義を実施する。そして、講義ではプレゼン用パワーポイントにより、

講義を行う。1 コマの講義終了後に放射線教育判定テストを行い、その結果をフィードバック

する。その評価結果のフィードバックとして、クイズ用パワーポイント等を作成し、第 2 回 1

コマ（次回）には、知識の確認テストとして使用する。また、講師用指導マニュアルは素案を

作成し、講義を実施し、その終了した後で、講師用指導マニュアルを完成する計画とする。そ

して、各コース終了後の教育判定テストおよび学生の評価内容によって指導パッケージの内容

を修正する。このように計画することで、１つの指導パッケージを作成、実施、評価、修正す

ることで、次の指導パッケージの作成に 1回目の指導パッケージの修正を反映する。このこと

から、指導パッケージを効率的に完成できるものと考える。また、指導パッケージの運用に向

けた広報活動を行い、参加校を募ることについては、9 月の日本看護研究学会 第 43 回学術集

会にて、交流集会の企画「看護基 礎教育における放射線看護学の教授方法の検討」を計画して

いるので、その時に参加者へ広報活動を行い、参加校を募ることを計画している。 

平成 30年度 

達成目標：１）新規指導パッケージを全国へ発信する。２）教育支援システムの開発を行う。 

そして、最終年度の当初の達成目標は、上記であったが、看護学教育モデル・コア・ カリ

キュラムには、「薬物や放射線による人間の反応」、「放射線の医療利用による人間の反応」

が示された。その科目のねらいは、「放射線の医療利用（放射線診断、放射線治療、輸血用

の血液に対する放射線照射等）、人間への放射線の作用と健康への影響・リスク、放射線利

用の際の医療者の被ばく防護対策を学ぶ。」であり、学修目標①放射線診断、放射線治療の

意義を説明できる。② 放射線の人体への作用機序を説明できる。③ 放射線の健康影

響・リスクと被ばく線量との関係を説明できる。④ 放射線診断に伴う有害事象（造影



剤の副作用等）を説明できる。⑤ 放射線診断に伴うリスクと看護について説明できる。

⑥ 放射線治療に伴う有害事象（副作用）とその看護について説明できる。⑦ 医療者自

身の被ばく防護方策を説明できる。⑧ 放射線被ばくに対する不安を理解し、関係職種

とともに適切に対応できる。 

以上のことから、最終年度は、学士課程における講義の目的、時間数ごとに応じて、シラバ

ス案、学習指導案を作成した。また、教育支援システムは、参加校の状況に応じ、助言を常時

受けられるようメールによる問い合わせの方式とした。また、双方向遠隔講義を取り入れられ

るシステム体制とし、共同講義の形式として、このシステムでは、テレビ会議システム（ポリ

コム社）を設置、 サーバーなどの専用設備がなくてもできるクラウドパックシステムの利用も

できるように整備した。そして、さらに、大学によっては、遠隔テレビ会議システムとしてポ

リコムが使用できるとは限らないので、米国 CiscoSystem の二つのシステムから本学の講義の

受講を可能としている。現在、既存の HP上にシラバス案、学習指導案、資料をアップしている。  

４．研究成果 

「放射線看護専門的看護師養成教育課程事業」 http://kadai-kango.jp/member.html  

上記既存の「放射線看護専門的看護師養成教育課程事業」の HP の中に「看護基礎教育における

放射線教育パッケージの製作および教育支援システムの開発」( 

http://com.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~n-radial/index.html) 

のバーナーを作り、そこから「看護基礎教育における放射線教育パッケージの製作および教育

支援 システムの開発」にアクセスし、その HPには、看護基礎教育における放射線教育パッケ

ージとなる「シラバス案」、「授業案」、「教材資料」、「小テスト」を張り付けている。また、資

料配布の希望者には問い合わせメールで、対応する予定であり、希望があれば、シラバス案 1

～8 回、授業案 1～8 回、教材資料 1～8 回、小テスト 1～8 回を CD にインストールし、提供す

る。また、希望の大学があれば遠隔テレビ会議システム（ポリコム、および米国 CiscoSystem

の二つのシステム)から本学の講義の受講を可能としている。 
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